
■
大
好
き
中
島
　
瀬
戸
内
の
再
会

桜
ま
つ
り

【
日
時
】
４
月
７
日
㈯
10
時
10
分

三
津
浜
港
発
・
10
時
25
分
高
浜
港

発
フ
ェ
リ
ー
に
乗
船
し
、
大
浦
港

で
下
船

【
場
所
】
中
島
・
小
浜
埋
め
立
て

広
場
（
雨
天
時
は
小
浜
集
会
所
）

【
内
容
】
参
加
者
交
流
会
、
桜
の

植
樹
、
み
か
ん
う
ど
ん
や
海
の
幸

な
ど
島
の
う
ま
い
も
の
展

【
定
員
】
１
０
０
人
程
度

【
料
金
】
小
学
生
以
上
５
０
０
円

（
お
土
産
付
き
）

【
申
し
込
み
】
３
月
31
日
㈯
ま
で

の
13
～
19
時
に
、
電
話
で
大
好

き
中
島 

瀬
戸
内
の
再
会
桜
（
山

崎
）
☎
０
９
０

－

９
５
５
８

－

８
５
７
６
へ

わ
れ
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し

た
。
当
時
調
査
に
当
た
っ
た

竹
田
覚
さ
ん
（
北
条
辻
）
は

「
お
年
寄
り
か
ら
ぜ
ひ
八
十

八
カ
所
を
見
つ
け
て
く
だ
さ

い
と
激
励
を
受
け
た
か
ら
こ

そ
、
最
後
ま
で
調
査
が
で
き

ま
し
た
」
と
思
い
出
を
振
り

返
っ
て
い
ま
し
た
。

　

報
告
後
、
当
時
の
北
条
北

中
学
生
が
制
作
し
た
札
所
の

版
画
が
県
こ
ど
も
美
術
展
特

選
（
北
条
ふ
る
さ
と
館
に
展

示
）
と
な

っ
た
ほ

か
、
多
く

の
人
が
健

康
づ
く
り

コ
ー
ス
と

し
て
活
用

す
る
よ
う

に
な
り
ま

し
た
。
現

・
小
中
学
校
を
災
害
時
の
防
災
拠

点
と
し
て
整
備
し
て
ほ
し
い

・
小
学
生
を
対
象
と
し
た
自
転
車

の
交
通
安
全
教
室
の
実
施
回
数
を

増
や
し
て
ほ
し
い

・
公
民
館
に
お
け
る
子
ど
も
支
援

活
動
に
行
政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

お
願
い
し
た
い

・
行
政
は
知
的
障
が
い
者
の
雇
用

対
策
に
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し

て
い
ま
す
か

※
抜
粋
、
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す

　

風
早
八
十
八
カ
所
を
巡
っ

た
小
学
生
に
話
を
聞
き
ま
し

た
。

　

公
民
館
主
催
の
文
化
財
巡

り
に
参
加
し
て
興
味
を
持
ち

ま
し
た
。
新
し
い
地
図
が
で

き
た
ら
、
ま
た
み
ん
な
で
回

り
た
い
で
す
。

DISCOVER魅力を発見 早
KAZAHAYA風

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
島
支

所
☎
９９7
１
８
４
１
・

９９7
１
５

８
５
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
子
育
て

支
援
課
☎
９４8
６
３
５
４
・

９３４

１
８
１
４
へ

風早 知っトコ！
行っトコ！ 風早八十八ヵ所最終回

　

昭
和
49
年
に
浅
海
地
区
で
七

十
六
番
、
七
十
七
番
の
石
標
が

残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
風
早
版

の
八
十
八
カ
所
が
存
在
し
た
の

で
は
な
い
か
と
話
題
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
北
条
市
文
化
財

専
門
委
員
会
（
当
時
）
が
調
査

し
た
結
果
、
四
国
八
十
八
カ
所

を
回
れ
な
い
人
の
た
め
に
明
治

17
年
、
立
岩
地
区
の
住
民
が
発

起
人
と
な
り
北
条
地
域
の
薬
師

堂
や
地
蔵
堂
を
結
ぶ
「
風
早
八

十
八
カ
所
」
を
つ
く
っ
た
と
思

先
人
の
思
い
が
見
つ
か
る

健
康
づ
く
り
に
活
用

右から、井上春河さん（立岩小３
年）・山本陽瑛さん（同小４年）・
市川ひなみさん（同小３年）

周辺の景色も楽しめる風早八十八ヵ所巡り

地区の課題を話す参加者

空の玄関口、松山空港

生石小学校から見える垣生山

　

９
月
分
ま
で
受
給
し
て
い
た
人

も
、
引
き
続
き
子
ど
も
手
当
を
受

給
す
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

【
必
要
な
も
の
】
認
定
請
求
書
（
子

育
て
支
援
課〈
市
役
所
別
館
２
階
〉

ま
た
は
支
所
に
あ
り
ま
す
）、
請

求
者
の
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー
な

ど【申
請
方
法
】
３
月
31
日
㈯
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は

郵
送
で
〒
790
８
５
７
１
子
育
て
支

援
課
ま
た
は
支
所
へ

※
公
務
員
は
職
場
で
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
参 

画
ま
ち
づ
く
り
課
☎
９４8
６
３
８ 

３
・

９３４
３
１
５
７
へ

住
民
の
声

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

地
域
で
市
長
と
話
そ
う
！

No.18

生石
地区
生石
地区

・
菅
原
道
真
ゆ
か
り
の
天
満
宮
が

あ
る
な
ど
、
歴
史
・
文
化
が
多
く

残
る
地
区
で
す

・
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
数
が

市
内
で
一
番
多
く
、
住
民
が
一
体

と
な
っ
て
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

・
住
民
に
よ
る
見
守
り
活
動
な
ど

子
育
て
に
熱
心
な
地
区
で
す

２
月
10
日
開
催
・
生
石
公
民
館
・
参
加
者
119
人

「誇れる」地域の宝
〜まちのいいとこ〜

生 石 編
　

生
石
地
区
は
、
瀬
戸
内
海

に
面
し
た
本
市
の
西
部
に
位

置
し
、
自
然
と
緑
豊
か
な
垣

生
山
を
中
心
に
、
伊
予
節
で

有
名
な
吉
田
挿さ

し

桃も
も

を
は
じ

め
、
生
石
八
幡
神
杜
や
金
毘

羅
神
社
、
お
天
神
さ
ん
で
知

ら
れ
る
履く

つ

脱ぬ
ぎ

天
満
宮
な
ど
多

く
の
史
跡
が
残
る
人
口
１
万

８
４
４
１
人
、
世
帯
数
７
３

９
１
世
帯（
２
月
１
日
現
在
）

の
地
区
で
す
。

　

地
区
内
に
は
松
山
空
港
が

あ
り
ま
す
。
空
港
周
辺
は
道

路
な
ど
の
整
備
が
進
み

交
通
の
便
も
非
常
に
よ

く
、
愛
媛
・
松
山
の
空

の
玄
関
口
と
し
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
地
区
の
シ
ン
ボ

ル
で
生
石
小
学
校
の
校

歌
に
も
歌
わ
れ
る
垣
生

山（
標
高
約
１
２
０
㍍
）

の
頂
上
は
公
園
と
展
望

台
が
整
備
さ
れ
、
こ
こ

か
ら
興
居
島
、
松
山
空

港
、
松
山
城
や
石
鎚
山

系
な
ど
の
景
色

を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

当
地
区
は
、
か
つ

て
米
や
麦
、
野
菜
栽

培
を
主
と
す
る
田
園

地
帯
で
し
た
が
、
戦

後
、
臨
海
地
域
と
し

て
発
展
し
多
く
の
企

業
が
進
出
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
田

畑
は
従
業
員
ら
の
住

宅
地
に
変
貌
し
た
た

め
、
地
元
住
民
と
新

し
い
住
民
と
の
交
流

を
深
め
よ
う
と
、
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
活
動
の
ほ
か
公
民
館

や
自
治
会
活
動
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
高

齢
者
と
子
ど
も
の
触
れ
合
い

の
機
会
が
多
い
の
が
特
長
で

す
。

　

現
在
、「
古
き
を
た
ず
ね

未
来
へ
は
ば
た
く
生
石
の

里
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
新

旧
調
和
の
と
れ
た
活
発
な
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

在
、
北
条
地
域
の
公
民
館
が
合

同
で
最
新
版
の
地
図
を
制
作
し

て
お
り
、
３
月
末
に
完
成
予
定

で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
北

条
公
民
館
☎
993
１
１
１
４
へ
。

子
ど
も
手
当
の
申
請

　北条地域は浅海・難波・正岡・立岩・北条・河野・
粟井の７地区の総称で、各地区にあるお堂などを結
んだ「風早八十八カ所」と呼ばれるコースがあります。

わ
た
し
の
自
慢

桜
山
に
必
見
の
石
碑
…

帰りの
旅客船賃
無 料

里
島
め
ぐ
り

ふ
る
さ
と
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
版
画

（2）広報まつやま 2012（平成24）年３月15日号


